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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・生体生命情報学  
キーワード：生体生命情報学、ニューロインフォマティック、情報工学 
 
１．研究計画の概要 

近年、形態とチャネルの特性までを組み込
んだニューロンのデータベース化は各部位
において急速な発展をなしてきている．しか
し、そのダイナミクスにもとづき、抑制性回
路をも含んだ、実際のローカルな回路結合様
式にもとづく可塑性神経回路の情報処理様
式や学習則については、まだ未解明であり統
合的な整備は行われていないのが現状であ
る．記憶に関わらない統合的機能は考えられ
ないこと、またそのとき抑制細胞の影響は無
視できないことから、この可塑性回路網の学
習則の統合化とデータベース化はニューロ
インフォマティックの分野において重要な
役割を担うものであると考える．また、可塑
性神経回路網の学習則を解明することによ
って、脳機能における時空間的情報処理の理
解が格段に進むものと考える． 

そこで、可塑性をもつ海馬神経回路網に着
目し、生理実験を通して学習則の構築とネッ
トワークの応答特性を明らかにすることに
より、ニューロインフォマティックの観点か
らそのデータベース化を試みるものである． 
 
２．研究の進捗状況 

従来の海馬における記憶情報処理（可塑
性）の生理実験による研究は、入力経路によ
る情報処理のすみ分けが不十分であり、それ
によりデンドライトでの情報表現様式が明
確なものではなかった． 

そこで本研究において平成 20 年度は、海
馬 CA1 野ニューロンのデンドライトに沿っ
たシナプス入力の時間と場所に依存した可
塑性誘起を調べた．結果として、デンドライ
トの細胞近位部と遠位部においてその情報

処理様式が異なることが分かった．  
平成 21 年度は、海馬 CA1 野においてデン

ドライトの細胞近位部と遠位部における応
答のダイナミックスと可塑性を調べ、ニュー
ロンにおける 2入力の相互作用による情報統
合について調べた．結果として、2 入力のタ
イミングに依存し逆伝播活動電位に対する
抑制性入力 (IPSP)によるシャンティングや
興奮性入力(EPSP)によるエンハンスが起こ
り、細胞遠位部での可塑性に対して細胞近位
部の入力のタイミングが大きく関与するこ
とを明らかにした． 
平成 22 年度は、NEURON シミュレータ

を用いて平成 20～21 年度の結果の検証を行
い、これらのローカルなネットワークモデル
のプラットホームへのデータベース化を目
指したモデルの構築を行った．さらに生理実
験においては、嗅内野（貫通繊維）からの入
力を行い、ローカルスパイクを誘起し逆伝播
活動電位と方向の異なるローカルスパイク
が、いかにデンドライト上で振る舞い、ニュ
ーロンにおける情報処理に影響を与えるの
かを調べた．これにより、海馬 CA1 野のロ
ーカルネットワークモデルの構築と、その上
での学習アルゴリズムを構築するための基
礎データが得られた． 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している． 
(理由) 
本研究の最終目的は、可塑性神経回路にお

ける生理実験を通して学習則の構築とネッ
トワークの応答特性を明らかにすることに
より、ニューロインフォマティックの観点か
らそのデータベース化を試みるものである．
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現在までに、海馬 CA1 野における生理実験
より、ローカルネットワークモデルの構築と
その上での学習アルゴリズムを構築するた
めの基礎データを得ることができた．また、
その実験結果は、国際学会を通じて発表し、
論文にまとめ現在投稿中である．よって、4
年間で行う計画の生理実験の部分は、現在ま
での 3年間でほぼ達成できたと考える．また、
モデル化におけるシミュレーション実験も
開始し、ダイナミックブレインプラットホー
ムに乗せる準備は整いつつある． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度である平成 23 年度は、目標達成
に向けて、上述のローカルネットワークモデ
ルの構築とそのデータベース化を遂行して
いきたい． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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